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成果の概要

本研究課題では、VPP5000 を用いて、主に、電子・陽電子プラズマ中および電子・陽
子プラズマ中の無衝突衝撃波の２次元シミュレーション（PIC法）を行った。
背景磁場の無い電子・陽電子プラズマ中の相対論的な無衝突衝撃波は、Weibel 不安定
性による磁場が散逸を担うことが明らかになり、これを論文としてまとめた。また、背景
磁場が無い電子・陽子プラズマ中においても非相対論的な衝撃波が同様なメカニズムで形
成されることを示した。
また、相対論的な無衝突衝撃波の PIC シミュレーションで問題となる “Numerical

Cherenkov radiation” の問題についても研究を行い、シミュレーションにおいて、たとえ
電磁波の分散関係が正しく解けたとしても、PIC 法で使用する形状因子に起因する数値的
なエイリアスの効果によってこの問題が発生することを明らかにし、超相対論的な場合に
おける対処法について考察した。また、この問題に対処するため、スペクトル法を用いた
PIC シミュレーション・コードを開発した。




